
て
、
自
ら
の
道
心
を
堅
固
な
ら
し
め
ん
と
す
る
為
に
撰
述
し
た
と
し
て
い
る
。
ち
ょ

う
ど

『発
心
集
』
が
、
ま
ず
鴨
長
明
に
よ
っ
て
自
ら
の
た
め
に
撰
述
さ
れ
た
の
と
同

様
に
、
特
定
の
個
人
に
よ
っ
て

『撰
集
抄
』
が
撰
述
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。し

か
し
、
『撰
集
抄
』
が
、
蹊
文
に
、

千
時
寿
永
二
年
む
つ
き
の
下
の
弓
は
り
、
讃
洲
善
通
寺
の
方
丈
の
い
ほ
に
し
て

し
る
し
お
は
り
ぬ
。

と
し
、
巻
第
三
第

一

「見
仏
上
人
」
中
に
、

我
を
は
西
行
と
な
ん
中
す
に
侍
り

と
名
告

っ
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も

『撰
集
抄
』
を
西
行
撰
述
の
作
品
と
す
る
虚
構

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
撰
者
の
問
題
は
簡
単
に
は
、
解
決
で
き
な

い
よ
う
で
あ
る
。

-

『
撰
集
抄
』
の
成
立
過
程

渡

過

信

和

犬
井
善
寿
氏
は
、

『撰
集
抄
』
が
、
特
定
の
個
人
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
と
考

え

ら
れ
て
い
る
の

は
、
序

・
跳
を
持

っ
た
整

っ
た
説
話
集
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

撰
者
は
、
序
文
に
、

…
…
新
旧
の
賢
跡
を
撰
求
け
る
こ
と
の
葉
を
書
集
め
、
撰
槃
抄
と
名
て
、
座
の

右
に
置
て
、

一
筋
に
知
識
に
憑
申
む
と
也
。

と
し
、
殴
文
に
、

…
…
t返
く
伝
聞
、
近
く
耳
に
ふ
れ
し
昔
賢
き
跡
、
ま
の
あ
た
り
、
見
侍
し
中
に

も
い
み
し
き
人
々
を
書
の
せ
て
、
且
は
彼
人
々
の
こ
と
く
な
ら
ん
と
欣
求
し
、

且
は
閑
居
の
友
と
せ
ん
と
て
、
九
巻
に
注
載
せ
侍
り
。

と
し
て
い
る
よ
う
に
、
自
ら
の
閑
居
の
友
と
し
、
い
み
じ
き

人

々
を
善
知
識
と
し

『撰
槃
抄
』
の
成
立
過
程

『撰
集
抄
』
の
構
成
に

「述
主
」
を
設
定

し

て
、
撰
者
と
弁
別

一

　　　

一

一

　

1

1

　

q

a

　

S

　　

l

　

　

　

l

　

f

　

1
1

S

I

I

一f

　

f。

-a-一
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同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

し
て
お
ら
れ
る
細
作
虚
構
の
影
に
隠
れ
た
撰
者
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
各
説
話
中

に
、
あ
る
い
は
説
話
に
つ
い
て
の
感
想
を
の
べ
、
自
分
の
過
去
を
語
る

「述
主
」
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
。

一
つ
の
有
効
な
方
法
で
あ
ろ
う
。

八
二

こ
の
う
ち
、
㈲
O
b
に
挙
げ
た
典
拠
を
示
し
た
書
承
。に

つ
い
て
の
述
主
の
姿
勢

は
、
㈲
全
体
の
説
話
と
述
主
の
関
わ
り
方
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
巻

第

一
第
三

「無
縁
僧
帷
返
」
の
説
話
に
対
す
る
述
主
の
感
想

(論
評
)
を
記
し
た
部

分
に
、此

事
、
江
帥
の
往
生
伝
に
注
載
給

へ
り
。
み
捨
か
た
き
に
、
た
く
み
の
詞
を
、

い
や
し
け
に
引
な
し
侍
る
也
。
見
お
よ
は
さ
る
に
は
非
す
。
彼
記
に
は
平
の
京

東
山
の
ほ
と
り
に
て
往
生
の
素
懐
を
遂
ぬ
と
侍
る
を
み
る
に
、
す
瓦
ろ
に
泊
落

て
侍
り
き
。

と
し
て
い
た
り
、
巻
第

一
第
八

「行
賀
切
耳
」
で
も
同
様
に
、

此
事
、
遊
心
集
に
か
た
は
か
り
の
せ
侍
り
し
や
ら
ん
。
結
縁
も
あ
ら
ま
ほ
し
く

て
、
書
載
す
る
に
侍
り
。
た
く
み
の
こ
と
葉
を
い
や
し
き
さ
ま
に
ひ
き
な
し
ぬ

る
憚
り

一
方
な
ら
す
侍
れ
と
も
、
も
ら
し
て
や
み
な
ん
事
の
あ
た
ら
し
さ
に
、

又
筆
を
染
ぬ
る
也
。

と
す
る
の
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
述
の

『遊
心
集
』
等
の
書
物
は
、
述
主
と
受
手

と
が
共
に
読
ん
で
い
る
書
物
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
載
せ
ら
れ
た
説
話
は
原
則
と

(
7
)

し
て
こ
れ
を
採
ら
な
い
と
す
る
方
針
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ち
よ
う
ど
『閑
居
友
』が
、

『発
心
集
』
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、

こ
の
書
に
は
伝
に
の
れ
る
人
を
ば
い
る
X
こ
と
な
し
。

と
し
て
い
る
の
を
受
け
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
『閑
居
友
』
は
そ

の
理
由
と

し

て
、

か
っ揉か
たぐ
tiM4X　9侍
り
。
ま
尭
1　
石
巾
の
な
ら
ひ
拡
、
お
づ
か
拡

『撰
集
抄
』
の
各
説
話
を
述
主
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
分
類
す
る
と
以
下
の
よ

う
で
あ
る
。

ω

　

述
主
が
そ
の
説
話
o
事
象
を
目
撃
し
て
、
体
験
し
た
事
と
し
て
記
す
も
の
。

巻
第

一
・
(第
)
四

(
話
)
、

五
、

六
、

七
、
巻
第
三

・
一
、
二
、
五
、
九
、
巻
第

四

・
三
、
六
、
七
、
巻
第
五

・
六
、
七
、

一
一
、

一
二
、

一
三
、

一
四
、

一
五
、
巻

第
六

・
二
、
四
、
五
、
八
、

一
一
、

一
二
、
巻
第
七
・
一
〇
、

一
三
、

一
四
、
巻
第

九

・
七
、
八
、
九
、

一
〇
。

一
一
。

㈲

　

述
主
が
伝
聞
し
、
あ
る
い
は
書
物
で
読
ん
だ
説
話
を
記
す
も
の
。
a
、
述
主

が
直
接
に
そ
の
事
象
の
あ

っ
た
地
に
足
を
運
ん
で
、
そ
の
地
に
伝

わ

る
説

話
を
聞

き
、
記
し
た
と
す
る
も
の
。
巻
第
二

・
二
、六
、(巻
第
八

・
二
八
)
。
b
、
述
主
が
書

物
に
よ
っ
て
そ
の
事
象
を
知
り
、
モ
れ
を
再
録
し
た
と
す
る
も
の
。
巻
第

一
・
三
(
江

帥
の
「往
生
伝
」)、
八
、
巻
第
二
こ

、
巻
第
九
・
六
(以
上
三
話

「遊
心
集
」)巻

第
五

・
九

(
「伝
」
と

の
み
あ

る
)
、
巻
第
六

・
九

(
漢
の

「明
記
」)
、

一
〇
(
「拾

遺
集
」)
、
巻
第
七

・
三

(
「拾
遺
伝
」)
、
四

(
「誓
勘
抄
」)
、
巻
第
九

・
三
(
「旧
跡
」)

£
、
右
の
a
、
b
以
外
の
伝
伺
に
ょ
っ
て
1
　
1
し
尭
と
思
お
れ
る
も
の
。
七
七
話
。

-

-



と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
自
ら
の
確
認
に
基
づ
い
て
、
自
ら
の
言
葉
で
語
ろ
う
と

す
る
為
の
努
力
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
自
ら
の
目
撃
し
た
事
象
と
し
て
語
ら
れ
る
∽
の
説
話
で
は
当

然
の
事
で
あ
る
が
、
㈲
に
つ
い
て
も
a
、
b
は
も
ち
ろ
ん
c
を
含
め
た
全
体
に
及
ぶ

も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
特
に
各
説
話
の
後
に
付
せ
ら
れ
た
教
理
を
引
い
た
解

釈
や
、
説
話
に
対
す
る
論
評
は
、
ま
さ
し
く
述
主
の
意
識
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る

と
読
み
と
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
こ
に
ま
ま
見
ら
れ
る
自
ら
の
過
去
に
対
す
る
述
懐

も
、
述
主
の
そ
れ
で
あ
る
と
し
て
よ
い
。

む
ろ
ん
、
『撰
集
抄
』
が

『閑
居
友
』
を
は
じ
め
と
す
る
い
く

つ
か
の
先
行
文
献

か
ら
説
話
を
転
載
し
、
あ
る
い
は
そ
の
思
想
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
は
、
先
学
の

(
8
)

御
指
摘
の
通
り
で
あ
る
し
、
各
説
話
の
後
に
付
せ
ら
れ
た
教
理
を
引
い
た
解
釈
、
説

話
に
対
す
る
論
評
な
ど
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
虚
構
さ
れ
た

『撰
集
抄
』
は
、
述
主
の
意
識
と
し
て
そ
れ
ら
を
表
出
し
、
述
主

の
見
聞
と
し
て
説
話
を
語

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
の
れ
が
狭
く
浅
く
も
の
を
み
た
る
ま
x
に
、
こ
れ
は
そ
れ
が
し
が
記
せ
る
も

の
x
中
に
あ
り
し
事
ぞ
か
し
な
ど
よ
に
も
た
や
す
げ
に
い
ふ
人
も
あ
る
べ
し
。

ま
た
も
と
よ
り
筆
を
と
り
て
も
の
を
記
せ
る
も
の
x
心
ざ
し
は
、
我
こ
の
事
を

記
し
と
ゞ
め
ず
は
、
後
の
世
の
人
い
か
で
か
こ
れ
を
し
る
べ
き
、
と
思
よ
り
は

じ
ま
れ
る
わ
ざ
な
る
べ
し
。

と
し
て
い
る
が
、
『撰
集
抄
』
の
述
主
も
同
様
の
理
由
に
よ
っ
た

と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。
『撰
集
抄
』
で
は
、
「事
の
み
す
ご
し
が
た
さ

に
」
転
載

す

る
場
合
に
も
、

「
た
く
み
の
詞
」
を

「
い
や
し
げ
に
引
な
し
」
だ
と
こ
と
わ

っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に

は
、
述
主
の
自
分
の
言
葉
で
説
話
を
語
ろ
う
と
す
る
姿
勢
も
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ

る
。㈲

の
a
に
分
類
し
た
説
話
も
、
述
主
が
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
地
に
行

っ
て
、
伝
承
さ
れ

て
い
る
説
話
を
聞
い
て
記
録
し
た
と
う
か
が
わ
せ
る
書
き
ぶ
り
か
ら
、
前
述
と
同
じ

く
自
分
の
言
葉
で
説
話
を
語
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

㈲
の
c
で
も
、
巻
第
三
第
八
「正
直
房
被
人
仕
」
は
、
保
延
二
年
(
一
ニ
ヱ
()

に
美
濃
国
で
往
生
を
遂
げ
た
正
直
房
と
呼
ば
れ
た
人
物
の
事
蹟
を
記
し
て
い
る
の
だ

が
、
そ
の
論
評
に
、

此
事
聞
侍
り
し
に
、
余
に
貴
く
侍
り
し
か
は
、
彼
国
に
罷
下
て
、
移
し
留
奉
る

姿
を
も
、
拝
見
し
侍
ら
ん
と
思
給
て
、
す
て
に
、
備
前
の
ほ
そ
谷
川
ま
て
出
侍

hソ
し
か
、
心
地
の
悩
し
く
て
、
行
さ
き
の
道
も
い
ふ
せ
く
思
ひ
や
ら
れ
侍
り
し

か
は
、
そ
こ
よ
り
思
返
て
、
き
ひ
つ
宮
に
帰
り
侍
り
き
。

・と
述
懐
す
る
よ
う
に
、
そ
の
事
象
を
伝
聞
し
て
、
事
件
の
あ

っ
た
地
に
足
を
運
ぼ
う

『我
集
若
‘
の
成
立
退
屈

一

一

一

八
三

で
は
、
述
主
の
行
動
範
囲
を
説
話
、
論
評
、
述
懐
な
ど
か
ら
検
し
て
み
よ
う
。

『撰
集
抄
』
に
み
ら
れ
る
述
主
の
行
動
の
う
ち
、
年
次
の
わ
か
る
も
の
を
表
に
す

る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。



9
中
納
言
局
の
死
に
あ
う
。

(五
一
六
)

久
安
四
年

こ

一
四
八
)

保
元
元
年

(
一
一
五
六
)

10
秋
七
月
、
都
で
保
元
の
乱
を
目
撃

し
、
す
ぐ
に
都
を
離
れ
る
。

(
一
一
七
)

聞
き
、
小
倉
山
麓
に
訪
ね
る
。

(五
-
六
)

八
四

阿
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

(
一
一
四
五
)

久　　　　　　　　　　　　　　　　　 。 長
安　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一　 承
元　　 回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一　 四
年　　　 国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三　 年　 出　　　　　　　　　　 出

修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 五　　　　　　　　　　　　　　 家
行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

゛　　　

家　　　　　　　　　 前

年 ‘

次

8　　　 7　　　　　 6　　　　　 5　　　　　 4　　　　　 3　　　　　 2　　　　　 1

待　　　　　　　　　　　　　 七 吉　　 。 妻
賢゙　　　　　　　　　　　　　　　　 ゛ 野　　 六 子
門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年　 に　　　 |　 を
院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ま　 住　　　 三　 ぶ
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 で　 む　　　

`　

り
中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○　 ○　　　　

七 捨
’納　　　　　　　　　　　　　　　　 - 保　　　 |　 て

言　　　　　　　　　　　　 七 延　　 一 て

局　　　　　　　　　　　　　 l　 三　　 〇 出
の　　　　　　　　　　　　　 一 -　　 ゛ 家
咄　　　　　　　　　　　　 ○ 一　　　

゜

家　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
゛　

一

を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三

N0.

事

象

ご
W

回　　 に 長　　 れ 三　　　　　　　　　 。 青　　 | 仙
国　 遇 谷　　 る 滝　　　　　　　　　 二 蓮　 一 洞
修　　　 う　 寺　　　 ゜ の　　　　　　　　　　　　　　　 |　 院　　　 ○　 に

行　　 ゜ に　　 。 聖　　　　　　　　　 二 真　　 ` 勤
し　　 - 参　　 六 人　　　　　　　　　 ゛ 誉　　 六 仕
た　　 九 詣　　 |　 観　　　　　　　　　　　　 の .゙　 |　 し
゜　

|　 し　　 一 空　　　　　　　　　　　 登　　 三 て
2　　 一　

`　　

二　 の　　　　　　　　　　　 _ 、　　　 山　　　
`

T　　 O 別　　 ゛ 庵　　　　　　　　　　　 に　　 六 ゛2

四　　
゛ れ　　　 室　　　　　　　　　　　 供　　 |　 ち

-　　　　 た　　　　 を　　　　　　　　　　　　　　　 奉　　 五 -
妻　　　　 ’訪　

9　　　 W　

五

こ
れ
よ
り
以
前
に
、
西
山
に
閑

居
す
る
僧
の
こ
と
を
徳
大
寺
実

能
に
話
す
。
(五
-
七
)

仁
安
年
中
に
西
国
へ
趣
き
、
讃

永
暦
二
年

(
一
二
〈
一
)

仁
安
元
年

14 13
信
濃

へ
趣
く
。
そ
こ
か
ら
高
野
へ

向
う
。

(六
-
八
)

11

保
元
二
年

(
一
一
五
七
)

12

こ
れ
よ
り
以
後
に
、
陸
奥
国
し

の
ふ
の
郡
く
つ
の
松
原
に
、
権

小
僧
都
覚
英
の
跡
を
訪
ね
る
。

(九
―

一
こ



治
承
五
年

(
一
一
八

一
)

治
承
年
中
に
、
常
陸
国
鹿
嶋
に

参
詣
。
(七
一

一
三
)

そ
こ
か
ら
、
甲
斐
、
浅
間
を
経

て
越
中
に
行
く
。
(七
-

一
四
)

15

寿
永
元
年

(
一
一
八

二
)

21
八
月
初
、
西
山
の
西
住
と
難
波
に

行
く

(六
-
四
)

(
一
一
六

六
)

岐
国
み
み
坂
の
社
に
し
ぱ
ら
く

住
む
。
(
一
-
七
)

離
れ
る
と
き
、
白
峯
に
崇
徳
院

の
墓
を
訪
ね
る
。

(
一
-
七
)

19
同
じ
頃
、
高
野
の
奥
に
住
み
、
骨

人
を
作
る
。
(五
-

一
五
)

仁
安
四
年

(
一
一
六
九
)

治
承
元
年

(
一
一
七
七
)

20
華
洛
に
出
て
、帰
路
徳
大
寺
実
能
。

伏
見
中
納
言
師
仲
を
訪
ね
る
。

(五
一

一
五
)

18
東
大
寺
に
俊
恵
を
訪
ね
、
讃
岐

難
波
で
の
詠
歌
を
披
露
。

(五
―

一
四
)

寿
永
二
年

(
一
一
八
三
)

そ
の
他
に
年
次
の
わ
か
ら
な
い
も
の
と
し
て
、

『撰
集
抄
』
の
成
立
過
程

八

五

治
承
二
年

(
一
一
七
八
)

16
長
月
、
或
聖
を
伴
っ
て
西
国
に
行

き
、
江
口
に
立
寄
る
。
(五
-

一

一

)

足
を
の
ば
し
て
。
宇
佐
、
金
か
と

み
さ
き
ま
で
行
く
。
(五
一

一
三
)

22
長
月
二
十
日
、
江
口
を
通
る
。

(九
―
八
)

17
同
じ
頃
、
奈
良
京
を
巡
礼
し
、
春

日
に
参
詣
。
‘
(五
一

一
四
)

23
西
住
の
病
を
聞
き
、
西
住
を
訪
ね

そ
の
死
を
看
と
る
。

(六
―
五
)

後
、
高
野
に
帰
る
。
(六
-
五
)

24
む
つ
き
の
下
の
弓
は
hソ
に
、
讃
岐

国
善
通
寺
で
閣
筆
。
(設
)
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(
東
国
関
係
)

25
以
往
、
あ
つ
ま
ち
の
方

へ
さ
そ
ら
へ
ま
か
り
侍
り
し
に
、
宇
津
の
山
辺
の
桜
み

過
し
か
た
く
覚
て
、
奥
深
尋
入
て
侍
り
し
に
、
…
…

思
は
さ
る
に
陸
国
に
さ
そ
ら
へ
罷
て
久
侍
り
て
、
上
り
さ
ま
に
は
、
異
道
よ
り

つ
た
ひ
侍
り
し
か
は
、
…
…

(
一
一
五
)

26
過
に
し
比
、
越
後
国
し
た
の
上
村
と
云
方
に
ま
か
り
侍
り
た
り
し
に
、
…
…

(
一
一
六
)

27
過
ぬ
る
比
、
陸
奥
国
ひ
ら
い
つ
み
の
郡
、
捌
と
云
里
に
、
し
は
し
す
み
侍
り
し

時
、
…
…

(
ニ
ー
六
)

28
以
往
、
或
聖
と
伴
ひ
侍
り
て
、
こ
し
路
の
方

へ
越
侍
り
き
。
能
登
国
い
な
や
つ

の
A
こ
ほ
り
の
う
ち
に
、
…
…

帰
さ
に
は
見
え
給
は
さ
り
し
か

は
、
わ

さ
と

四
日
の
道
を
へ
て
松
嶋

へ
尋
参

て
、
彼
寺
に
二
月
は
か
り
住
て
侍
り
き
。
(
三
-

一
)

29
過
に
し
比
、
こ
し
の
方
へ
罷
侍
し
に
、
舟
さ
か
河
を
舟
に
て
な
ん
わ
た
り
侍
り

し
に
、
…
…

(
四
1
六
)

30
さ
い
つ
こ
ろ
、
武
蔵
野
を
過
侍
し
に
、
…
…

(六
―
一
乙

(
西
国
関
係
)

31
過
に
し
比
、
筑
前
国
へ
さ
そ
ら
へ
罷
り
て
侍
り
し
に
、
…
…

(
ニ
ー
ニ
)

32
以
往
、
丹
波
国
大
江
山
い
く
野
の
里
を
過
侍
り
し
に
、
…
…

(
三
-
五
)

33
此
事
聞
侍
り
し
に
、
余
に
貴
く
侍
り
し
か
は
、
彼
国
《
美
濃
》
に
罷
下
て
、
移

し
留
奉
る
姿
を
も
、
拝
見
し
侍
ら
ん
と
思
給
て
、
す
て
に
、
備
前
の
ほ
そ
谷
川

八
六

ま
て
出
侍
り
し
か
・
心
地
0
悩
し
く
て
、
行
さ
き
の
道
も
い
ふ
せ
く
思
ひ
や
ら

れ
侍
り
し
か
は
、
そ
こ
よ
り
思
返
て
、
き
ひ
っ
宮
に
帰
り
侍
り
き
。
(
三
-
八
)

34
以
往
、
淡
国
に
し
は
ら
く
俳
個
し
侍
り
し
事
あ
り
し
か
は
、
其
国
見
あ
り
き
侍

り
し
に
、
藤
野
の
浦
と
云
所
侍
り
。
(
四
1
七
)

(紀
州
関
係
)

35
過
に
し
こ
ろ
、
紀
伊
国
の
方
に
ま
か
り
て
侍
り
し
に
、
か
つ
ら
ぎ
山
の
麓
に
、

…
…

(
三
-
九
)

36
過
に
し
比
、
紀
伊
国
ゆ
ら
の
み
さ
き
を
過
侍
り
し
に
、
…
…

扨
、
我
に
と
も
な
ふ
へ
し
と
て
、
そ
れ
よ
り
具
足
し
て
、
高
野
粉
川
ま
い
り
あ

り
き
て
、
終
に
都
に
の
ほ
り
て
、
西
仙
聖
人
の
庵
に
引
付
…
…

(
四
一
三
)

(畿
内
関
係
)

37
過
に
し
こ
ろ
、
摂
津
の
国
住
よ
し
の
社
の
社
司
の
も
と
に
、
仏
事

行

事

侍

り

き
。
折
節
、
其
あ
た
り
に
ふ
れ
は
ひ
侍
し
か
は
、
結
縁
も
あ
ら
ま
ほ
し
く
ぉ
ほ

え
て
、
の
ぞ
み
侍
し
に
、
…
…

(
三
一
二
)

38
ま
た
の
と
し
、
東
大
寺
に
ま
う
て
X
侍
り
し
次
に
、
…
…

(
四
-
六
)

39
過
ぬ
る
比
、
三
条
の
お
う
き
お
と
X
北
の
御
方
の
第
三
年
の
御
仏
事
い
と
な
み

給
し
に
、
御
導
師
は
、
三
輪
の
明
遍
と
か
や
聞
え
給
し
若
学

生

と
中

侍
し
か

は
、
心
と
む
へ
き

一
ふ
し
も
き
か
ま
ほ
し
く
て
、
其
庭
に
望
て
侍
し
に
、
…
…

(
九
―
九
)

右
に
示
し
た
よ
う
に
年
次
不
明
の
も
の
も
多
く
、
わ
か
り
に
く
い
の
だ
が
、
可
能

性
の
あ
る
も
の
は
ま
と
め
る
よ
う
に
し
て
述
主
の
行
動
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
東
国



四

44
1tf少
た
く
と
も
四
度
行
ご

(
一
一
六

一
)
で
、
そ
の
折
は
信
濃
へ
行
き
、
往
生
人
に
逢

っ
て
、
そ
の
骨
を
拾
っ

て
高
野
に
行

っ
た
と
し
て
い
る
。
今

一
回
は
、
15
の
治
承
年
中
の
東
国
行
で
、
常
陸

国
鹿
嶋
を
参
詣
し
、
甲
斐
か
ら
浅
間
、
木
曽
と
通
っ
て
越
中
へ
ぬ
け
て
い
る
。
あ
る

い
は
30
の
武
蔵
野
で
郁
芳
門
院
の
侍
で
あ

っ
た
僧
に
遇

っ
た
の
も
こ
の
時
か
と
思
わ

れ
る
。
他
の
二
回
は
年
次
不
明
の
も
の
で
、
前
述
の
い
ず
れ
0
旅
よ
り
も
早
い
か
、

そ
の
間
に
入
る
の
か
、
後
の
も
の
か
判
別
は
で
き
な
い
が
、
28
の
あ
る
聖
を
伴
な
っ

て
、
越
前
か
ら
能
登
、
奥
州
松
鳥
ま
で
足
を
の
ば
し
た
旅
と
、
25
の
宇
津
谷
峠
か
ら

関
東
へ
、
さ
ら
に
27
の
奥
州
平
泉
へ
と
向
っ
た
旅
で
あ
る
。
28
の
北
陸
行
に
は
26
の

越
後
、
29
の
舟
さ
か
河
が
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
、
25
の
東
海
道
の
旅
は
12
が
含
ま
れ

る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
25
の
旅
は
帰
路
東
海
道
を
通

っ
て
い
な
い
は
ず
な
の

で
、
13
の
信
濃
へ
行

っ
た
の
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
と
で
き
な
い
事
も
な
い
が
、
そ
れ

に
し
て
も
三
回
の
東
国
行
な
な
る
。

西
国
の
旅
も
、
14
の
仁
安
の
頃
の
讃
岐
国
み
み
坂
の
社
に
し
ば
ら
く
帯
在
し
、
帰

り
に
白
峯

へ
行

っ
た
四
国
行
と
、
16
の
治
承
二
年
の
江
口
、
安
芸
、
宇
佐
か
ら
金
か

と
み
さ
き
ま
で
の
修
行
の
旅
、
32
の
丹
波
行
、
24
の
寿
永
二
年
に
讃
岐
の
善
通
寺
に

至
る
ま
で
の
旅
の
四
回
を
数
え
ら
れ
る
。
14
か
児
一
の
四
国
行
の
い
ず
れ
か
、
お
そ
ら

く
は
24
の
方
に
33
の
備
前
国
ほ
そ
谷
川
ま
で
来
だ
旅
が
入
り
、
16
に
は
31
の
筑
前
で

の
見
聞
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
34
の
淡
路
国
の
俳
回
も
い
ず
れ
か
の
折
の
事

で
あ
ろ
う
。

畿
内
の
行
動
は
、

例
え
ば
紀
州
ま
で
含
め
て
も
、

寿
永
元
年
の
21
難
波
、

22
江

『撰
集
抄
‘
の
成
立
過
程

口
恥
ら
23
　
一
度
5
　
へ
戻
り
高
野
へ
向

’
た
り
、
35　
の
紀
伊
国
か
っ
ら
ぎ
山
、
36　
ゆ
ら

の
み
さ
き
、
高
野
、
粉
川
か
ら
都

へ
出
た
と
し
た
り
、
複
雑
な
上
、
実
際
の
行
程
で

も
、
東
国
、
西
国
と
異
な
っ
て
短
い
た
め
そ
の
回
数
を
数
え
る
こ
と
に
は
、
あ
ま
り

意
味
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

同
じ
よ
う
に
旅
僧
西
行
を
あ
つ
か
っ
た
『西
行
軋
191
に
は
、
ω
出
家
前
。
㈲
出
家
。

㈲
吉
野
山
。
(
こ
の
中
に
紀
伊
国
千
里
の
浜
を
通
っ
て
熊
野
、
那
智
大
峯
が
含

ま
れ

る
。
)
㈲
住
吉
、
難
波
か
ら
都
。
㈲
伊
勢
。
㈲
東
国
。
(
遠
江
国
天
竜
の
渡
、
小
夜
の

中
山
、
宇
津
山
、
相
模
国
大
庭
、

武
蔵
野
、

陸
奥
国
白
河
、

信
夫
郡
、

衣
川
、
平

泉
、
美
濃
国
。)
師
都
。
㈲
四
国
。(第

一
次
。)
㈲
小
倉
山
。(待
賢
門
院
中
納
言
局
。)

帥
天
王
寺
。
(
途
次
江
口
。)
㈲
仁
和
寺
。
㈲
天
王
寺
。
叫
四
国
。
(第
二
次
、
讃
岐
国

松
山
の
津
、
白
峯
。)
㈲
都
。
㈲
高
野
。
㈲
東
山
。

と
な
っ
て
い
て
、
東
国

一
回
、

西
国
二
回
と
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
。
物
語
と
い
う
首
尾

一
貫
性
を
求
め
ら
れ
る
も

の
と
、
雑
纂
が
許
さ
れ
る
説
話
集
の
違
い
以
上
に
、
西
行
の
虚
像
で
あ
る
理
想
化
さ

れ
た
遁
世
者
、
回
国
漂
泊
の
歌
僧
を
描
い
て
い
る
点
で

『西
行
物
語
』
が
数
段
優
れ

て
い
よ
う
。
『撰
集
抄
』
の
述
主
の
行
動
は
繁
雑
で
未
整
理
で
あ
り
、
よ
し

ん
ば
い

ず
れ
も
が
西
行
の
史
実
の
行
動
と
は
異
な
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
西
行

と
名
告
る
述
主
の
行
動
は
そ
れ
な
り
の
統

一
が
と
れ
て
い
な
く
て
は
、
虚
構
し
た
意

味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

i
-
―
■

八
七
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視
点
を
か
え
て
、
述
主
が
挙
げ
て
い
る
一
。つ
」
。つ
の
地
名
を
検
す
る
と
、
そ
の
。意

識
に
二
様
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
述
主
に
対
す
る
受
手
の
問
題
と
も

言

え

る

の
だ

が
、

一
つ
は
述
主
が
受
手
も
よ
く
知

っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
地
名
、
い
ま

一
つ

は
、
少
な
く
と
も
述
主
は
、
受
手
に
と

っ
て
未
知
で
あ
る
と
意
識
し
て
い
る
地
名
で

あ
る
。
後
者
は
説
話
中
で

「L
・:
と
云
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。△

　　

☆

　　

~

・越
後
国
し
た
の
う
へ
む
ら

(
一
―
六
)
、
相
模
国
土
肥

【
四
―
】
)
、
信
濃
国
木
曽

(
五
一

一
)
、
近
江
国
田
上

(
ニ
ー
三
)
、
志
賀

(
四
-
二
)
、
山
城
国
雲
居
寺

(
三

一
七
)
、
大
原

(
四
-
五
)
、
小
野

(
九
―
三
)
、
大
和
国
多
武
峰

(
九
1
五
)
、
摂
津

国
江
口

(
五
-

一
一
、
九
I
八
)
、
柱
本

(
五
-

一
乙
、
播
磨
国
竹

の
岡

(
三
-

三
)
、
明
石

(
三
-
六
)
、
紀
伊
国
根
来

(
七
―
八
)
、
伯
者
国
大
山

(
七
―

[
二
]
、

淡
路
国
藤
野
の
浦

(
四
-
七
)
、
讃
岐
国

み

み

坂
の
社
、
白
峯

(
一
1
七
)
、
志
度

(
五
-

一
〇
)
、
筑
紫
国
横
川

(
四
-
四
)
が
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
他
書
承
に
よ
る

説
話
で

は
、

大
和
国
三
輪

(
一
―
八
)
、
外
山

(
二
1

一
)
、
山
階
寺
松
室

(
七
1

四
)
、
相
模
大
庭

(
七
―
三
)
、
播
磨
国
書
写
山

(
六
I

一
〇
)
、
天
竺

の
婆
羅
提
寺

(
九
-
六
)
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
江
口
の
よ
う
に
二
度
と
も
未
知
の
地
と
さ

れ
て
い
る
も
の
も

あ

る
が
、
木
曽

(
七
I

一
四
)
、
志
賀

(
五
-
九
)
三
輪

(
五
I

九
)
の
よ
う
に
別
の
説
話
で
は
既
知
の
地
名
と
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
地

名
に
対
す
る
意
識
の
ず
れ
は
、
必
ず
し
も
初
出
の
み
を
未
知
の
地
名
と
し
、
二
度
目

か
ら
は
既
知
の
地
名
と
し
て
出
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

実
際
に
は
、
既
知
の
地
名
と
し
て
い
る
も
の
で
も
、
巻
第
七
第

一
四

「北
国
修
行

時
見
人
助
」
で
は
、
越
の
方

へ
修
行
し
た
述
主
が
、
甲
斐
の
白
根
い
浅
間
の
た
け
、

八
八

信
濃
の
ほ
や
、
ま
の
X
渡
瀬
を
経
て
。
木
曽
の
か
け
橋
を
通
り
、
か
こ
の
渡
り
か
ら

越
中
国
に
出
た
と
す
る
話
な
の
だ
が
、
甲
斐
国
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、
述
主

は
関
東
か
ら
信
濃
へ
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
ぐ
前
の
第

一
三
話
の
鹿
嶋
参
詣
0
続

ぎ
の
旅
と
あ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、
信
濃
国
内
の
ジ
グ
ザ
グ
な
旅
程
、
特
に

一
度
浅
間
あ
た
り
ま
で
行
き
な
が
ら
木
曽

へ
戻

り
・で
越
巾
。へ
ぬ
げ
だ
と

す

る
行

程

は
、
全
く
地
理
的
状
況
を
知
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。
木
曽
は
こ
の
説
話
で
は
既
知
の

地
と
し
て
い
る
が
、
述
主
に
と
っ
て
も
未
知
の
地
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

同
様
の
例
は
、
巻
第
三
第

一

「見
仏
上
人
」
に
も
み
ら
れ
る
。
能
登
国
い
な
や
つ

の
郡
で
見
仏
上
人
と
逢

っ
た
述
主
西
行
は
、
さ
ら
に
旅
を
続
け
て
、
帰
り
に
同
地
を

再
び
訪
れ
た
が
、
見
仏
上
人
の
姿
が
み
え
な
か
っ
た
の
で
、
四
日
の
行
程
を
経
て
、

見
仏
上
人
の
居
る
松
嶋
に
回
り
、
そ
こ
で
二
月
程
暮
し
た
と
す
る
。
見
仏
上
人

(
月

ま
つ
し
ま
の
聖
)
の
居
た
寺
は
、
奥
州
の
松
島
寺
で
あ

っ
て
、
述
主
が
見
仏
上
人
の

居
た
寺
を
知
ら
な
か
っ
た
の
か
、
地
理
的
認
識
が
不
足
し
て
い
た
の
か
で
あ
る
。
他

に
も
細
か
い
点
を
挙
げ
て
い
く
と
、
佐
野
の
渡
を
信
濃
と
し
て
い
た
り
、
備
前
に
細

谷
川
が
あ
る
と
す
る
な
ど
、
地
理
的
認
識
の
不
足
を
示
す
も
0
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の

『撰
集
抄
』
の
地
名
の
う
ち
、道
行
文
の
よ
う
に
識
さ
れ
た
も
の
は
殆
ど

歌
枕
な
の
で
あ

っ
て
、
必
ず
し
も
地
理
的
認
識
を
必
要
と
せ
ず
、想
像
の
世
界
で
。風

景
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
地
名
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
う

一
点
、

地
名
に
関
し
て
挙
て
お
く
と
、

述
主
の
視
点
の
問
題
が
あ
る
。

欧

文
に
よ
れ
ば
、
『撰
集
抄
』
の
撰
述
は
、
讃
岐
国
善
通
寺
で
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。・
当
然
、
述
主
が
受
手
に
対
し
て
語

っ
て
い
る
の
も
善
通
寺
に
於
て
で
あ
る
は



し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
述
主
の
行
動
は
必
ず
し
も
整
理
さ
れ
た
も
の
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
述
主
の
地
理
的
認
識
は
不
正
確
で
あ
り
語
り
の
起
点
も

一
つ

で
は
な
い
事
を
論
じ
て
来
だ
。

こ
れ
ら
は

一
体
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
野
達
氏
は

『撰
集
抄
』
の
成

立
の
基
盤
と
に
心
、

此
の
様
な
作
品
は
、
勿
論
あ
る
個
人
の
著
作
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
其
の
成
立

の
背
後
に
は
、
多
分
に
あ
る
階
級
的
集
団
的
社
会
の
力
が
働
い
て
い
る
事
は
否

定
出
来
な
い
。

と
さ
れ
、

其
の
成
立
基
盤
に
中
世
の
聖
階
級
の

一
種
の
文
芸
活
動
が
考
え
ら
れ
る
。

と
し
て
、

大
胆
な
作
為
仮
構
も
、
撰
集
抄
作
者
の
手
か
か
る
前
に
、
或
は

一
度
は
其
等
の

人
々
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。

と
仮
説
を
た
て
て
お
ら
れ
る
。

ま
さ
し
く

『撰
集
抄
』
の
成
立
に
は
、
先
ず

一
つ
一
つ
の
説
話
を
語
る
場
が
あ

っ

て
、
西
行
を
理
想
の
遁
世
者
、
回
国
修
行
を
し
、
時
に
感
動
す
れ
ば
歌
を
も
詠
む
僧

と
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
西
行
の
行
勁
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
語
る
人
々
が

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
論
者
は
、
『撰
集
抄
』
が
説
話
を
特
定

の
’時
代

(
12
)

に
集
約
す
る
傾
向
に
あ
る
と
論
じ
た
が
、
そ
う
し
た
虚
構
が
成
り
立
つ
の
も
ま
た
、

虚
構
を
虚
構
と
し
て
受
容
す
る
場
に
お
い
て
で
あ

ろ
う
。
『撰
集
抄
』
は
そ
う
し
た

語
り
の
場
の
状
況
を
そ
の
ま
ま
移
し
留
め
た
よ
う
な
作
品
で
あ

っ
て
、
述
主
は
や
は

八
九

ず
だ
が
、
述
主
が
讃
岐
国
に
自
分
を
置
い
て
そ
こ
か
ら
地
理
的
な
関
係
を
語

っ
て
い

る
の
は
、
前
表
35
0
巻
第
三
第
八

「正
直
房
被
人
仕
」
で
、
き
び
つ
宮
か
ら
東
を
向

い
て
い
る
も
の
の
み
で
あ

っ
て
、
先
に
受
手
が
未
知
で
あ
る
よ
う
に
記
述
し
た
例
の

中
に
、
『撰
集
抄
』
に
お
け
る
讃
岐
の
地
名
が
殆
ど
あ
げ
ら
れ
て

い
た
事
と
あ
わ
せ

て
考
え
る
と
、
讃
岐
で
撰
述
さ
れ
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。

讃
岐
の
地
に
述
主
が
訪
れ
た
と
す
る
巻
第

一
第
七

「新
院
御
墓
」
も
後
半
の
保
元

の
乱
の
あ
た
り
の
記
述
を
み
る
と
、
「無
由
都
に
出
て
」
と
し
、
宇

治

の
左
府
の
死

体
を
奈
良
京
般
若
野
ら
堀
お
こ
し
た
事
を

「承
は
り
し
」
と
伝
聞
に
し

て

い
る
な

ど
、
都
、
奈
良
で
は
な
い
地
で
語

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
巻
第
五
第

一
五

「作
人
形
事
」
、
巻
第
六
第
五

「西
山
上
人
事
」
な
ど
も
、
高
野
を
起
点
と
し

て
記
述
し
て

い
る
し
、
巻
第
四
第
三

「西
道
発
心
」
、
巻
第
五
第
七

「西
山
僧
事
」

な
ど
は
京
都
を
起
点
に
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
が
、
『撰
集
抄
』
の
撰
述
の
過
程
に
あ

る
年
数
を
要
し
、
そ
の
間
の
撰

者
の
行
動
に
つ
れ
て
述
主
の
視
点
も
移
動
し
た
事
を
示
す
と
は
思
え
な
い
。
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
巻
第
三
第
八
話
が
最
後
に
記
述
さ
れ
た
説
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、
先
に
前
後
の
説
話
、
第
七

「政
西
上
人
施
女
衣
」
と
第
九

「貧
俗
遁
世
」
が

あ

っ
て
、
そ
の
間
に
こ
れ
を
後
か
ら
入
れ
る
必
然
性
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。

如
上
、
『撰
槃
抄
』
で
は
、
そ
の
す
べ
て
の
説
話
を
述
主

の
言
葉
で
語
る
も
の
と

『撰
集
抄
』
の
成
立
過
程

五



―
」
(
『説
話
』
第
四
号
、
昭
和
四
十
七
年
、
説
話
研
究
会
、
所
収
)
に
犬
井
氏
は
次

の
よ
う
に
図
式
化
さ
れ
て
い
る
。

れ
ぞ
れ
の
起
点
に
基
づ
い
て
自
ら
の
持

っ
て
い
る
西
行
的
な
遁
世
者
の
説
話
を
語

っ

た
事
を
示
す
証
左
と
な
ろ
う
。

も
し
、
特
定
の
個
人
が
、
最
初
か
ら
虚
構
と
し
て
の
西
行
の
見
聞
記
を
著
そ
う
と

し
た
の
で
あ
れ
ば
、
前
述
の
よ
う
な
内
部
の
問
題
点
を
残
し
て
編
纂
す
る
は
ず
は
な

い
し
、
ま
し
て
。
後
に
別
人
が
補
入
す
る
と
す
れ
ば
、
よ
り
内
的
矛
盾
を
整
合
し
よ

う
と
努
め
た
で
あ
ろ
う
。

現
存
す
る

『撰
集
抄
』
は
、
特
定
の
個
人
の
編
述
に
な
る
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の

成
立
の
過
程
に
存
し
た
語
り
の
場
の
存
在
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。
モ
れ
が
ど
ん
な

人
達
に
よ
っ
て
ど
こ
で
な
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
に
な
し
得
な
い
。
今
野
氏
の
言
わ

れ
る
高
野
を
中
心
と
し
た
念
仏
聖
達
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、西
行
を
語

っ
た
人
々
は
、

往
生
を
そ
れ
程
切
迫
し
た
自
ら
の
課
題
と
考
え
て
お
ら
ず
、
ど
こ
か
に
隠
者
的
な
ゆ

り
複
数
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
前
述
の
諸
点
は
複
数
の
人
間
が
、
そ

　　　

(
3

)

　

「昔
・中
比
・近
比
と過ぎ
にし比などI

「撰
槃抄
」
の述
主と作中時間I

九
〇

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

(7

)

　

美
濃
部
重
克
校
注

『閑
居
友
』
、
昭
和
四
九
年
、

三
弥
井
書
店
、
引
用
部
分
は
上

・

一
68

ペ

ー
ジ

(
8

)

　

『撰
集
抄
』
に
関
す
る
研
究
の
総
体
は
、
安
田
孝
子

・
梅
野
き
み
子

・
野
崎
典
子

・

河野啓子
・森瀬代
士枝編
『撰
集抄―
松
平文庫本―
』、昭和
五五年
、笠

間
書
院
、
の
602
ペ
ー
ジ

「『撰
集
抄
』
関
係
文
献
目
録
」
に
詳
し
い
。

(
9

)

　

続
群
書
類
従
本

(第
三
十
二
輯
上
)
に
よ
る
。

(
10
)

　

『撰
集
抄
』
に
お
け
る
歌
枕
に
つ
い
て
は
、
下
西
善
三
郎
氏
の

「
『撰
集
抄
』

に
於

け
る
美
文
の
問
題
」
(
「金
沢
大
学
国
語
国
文
」
第
七
号
、
昭
和
五
五
年
)
や
、
木
下

資
一氏
の
「虚
像
西行
の旅
を
めぐ
ってI
「西行物語
」
から
「撰集抄
」
へ」

註

(
1

)

　

西
尾
光

一
編

『撰
集
抄
』
Λ
松
平
文
庫
本
V
、

昭
和
五
二
年
、
古
典
文
庫
に
よ
る
。

以
下

『撰
集
抄
』
は
す
べ
て
同
書
に
よ
っ
た
が
。

一
部
私
に
句
読
点
を
う
っ
た
と
こ

ろ
も
あ
る
。

(
2

)

　

『発
心
集
』
の
現
行
木
に
は
、
長
明
以
外
の
人
の
手
も
入
っ
て
い
る
と

の
説
が

あ

る
。
し
か
し
、
『発
心
集
』
が
最
初
長
明
の
手
に
成

っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
し
、

モ
の
撰
述
の
目
的
も
、
表
面
上
は
序
、
眼
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。

で
あ

っ
た
と
は
言
え
よ
う
。

こ
の
二
重
線
の
内
側
が
話
の
I
ま
と
ま
り
の
単
位
で
、
こ
れ
ら
が
い
く
つ
か
集
ま
っ

て
集
と
し
て
の

『撰
集
抄
』
が
で
き
上
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

(
5

)

　

説
話
の
後
半
に
述
主
が
、
笙
の
岩
屋
を
訪
れ
詠
歌
を
残
し
た
事
が
記
さ
れ

て

い
る

が
。
必
ず
し
も
行
尊
の
事
は
そ
の
地
で
知

っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
知

っ
て
そ
の

地
に
行

っ
た
と
も
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
の
検
討
の
対
象
か
ら
は
は
ず
し
た
。

と
り
さ
え
持

っ
て
、
歌
枕
や
和
歌
を
取
り
込
ん
だ
道
行
文
に
感
動
す
る
よ
う
な
人
々

　　　

(6

)

　

実
際
に
は
匡
房
の

『続
本
朝
往
生
伝
』
に
は
載

っ
て
い
な
い
。
以
下
の

『遊
心
集
』

等
も
侠
書
で
あ

っ
た
り
し
て
、
説
話
の
比
較
は
し
て
い
な
い
。
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I

(昭
和
五
十
七
年
度
中
世
文
学
会
春
季
大
会
、
口
頭
発
表
)
の
御
論
が
あ
る
。

(
11

)

　

「撰集抄
の成立
に
ついてI
そ
の年
次と性格
-
」
(『国語
国文
』第
二十

五
巻
第
十
二
号
、
昭
和
三

一
年
)

他
に
、
『撰
集
抄
』
の
成
立
の
背
景
を
同
様
に
仮
説
さ
れ
た
も
の
と

し

て
、
青
木
晃

氏
の
「西行説話
の其
本構想‐1
『撰
集抄』
から
『西行物語』
ヘー
」「国

文
学
」
W
一54
、
昭
和
五
二
年
、
関
西
大
学
国
文
学
会
)
が
あ
る
。

(12
)

　

『『撰
集
抄
』
に
お
け
る
源
経
信
」
(
「文
学
部
紀
要
」
第
十
五
巻
第
三
号
。
昭
和
五
五

年
、
中
京
大
学
学
術
研
究
会
)

「撰
集
抄
」
の
成
立
過
程

九
一


